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研究成果の概要（和文）：聴覚障害者の生活上の諸問題に関わる相談支援（聴覚障害ソーシャルワーク）におい
て、マイノリティである聴覚障害者をポジティブに且つストレングス視点で介入するには、ろう文化視点を基盤
とした「文化モデルアプローチ」が有効であることを実証するために調査研究をおこなった。具体的な研究成果
は、以下の3点である。
１．聴覚障害者の独自の文化であるろう文化の理論的構築と、ろう文化視点に基づく文化モデルアプローチの有
効性　２．文化モデルアプローチによる介入は、聴覚障害者へのストレングス視点が容易であること　３．ネガ
ティブに捉える傾向のある「聴覚障害者の特性」との相違と、文化モデルアプローチの理論的枠組みの生成

研究成果の概要（英文）：In order to build expertise in offering support to Deaf and hard of hearing 
to examine the many problems that they encounter in daily life I conducted research and studied 
along with social workers. The purpose of the study is to understand the “cultural model
approach,” which is useful to gauge social workers’ the strength perspective of their 
intervention. The results are as follows.
1. A theoretical framework for Deaf culture and a “cultural model approach, which was effective,” 
was created based on the same. 2. The “cultural model approach” is an easy intervention for social
 workers having the strength perspective to understand Deaf and hard of hearing people. 3. The 
clarification in the differences the “cultural model approach” and their characteristics and 
creation of a theoretical framework for this approach was done.

研究分野： 障害者ソーシャルワーク

キーワード： 文化モデルアプローチ　聴覚障害者　ろう文化　相談支援　障害者ソーシャルワーク　ストレングス視
点
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
聴覚障害者をクライエントとする相談支

援を「聴覚障害ソーシャルワーク」として位
置づけ、その専門性構築に関する研究を科研
により実施し、大きく２点の研究成果を導き
出した。（2010～2012 年度独立行政法人日本
学術振興会科学研究費補助金基盤研究Ｃ（研
究代表者：原 順子）課題番号 22530650「聴
覚障害ソーシャルワークの専門性構築に関
する研究」） 
１つ目の研究成果は、図１に示す「聴覚障

害者へのソーシャルワーク実践の枠組み」を、
聴覚障害者を対象に相談支援活動をおこな
っているソーシャルワーカー（＝聴覚障害ソ
ーシャルワーカー）へのインタビュー調査の
質的研究により、専門性構築をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
聴覚障害者の実態は、【多様性】をもつ【マ

イノリティ】であり、且つその障害の実態が
【理解されにくい】障害であることが明らか
になった。聞こえる多数の人々で構成される
聴者社会の中で、さまざまな生きづらさを抱
えている聴覚障害者を対象に相談支援をお
こなう専門職者である聴覚障害ソーシャル
ワーカーの支援目標は、【ろう者社会と聴者
社会との関係性の改善】であり、そこには【聴
覚障害に関する知識やコミュニケーション
技術が必要】であり、その【独自の専門性】
が求められるという実践枠組みを構築した。 
２つ目の研究成果は、聴覚障害ソーシャル

ワーカーの７つのコンピテンスを生成した
ことである。具体的には、①多様な存在であ
る聴覚障害者の理解 ②クライエントに応じ
たコミュニケーション・スキル ③幅広い相
談内容への対応力 ④聴覚障害者のための制
度に関する知識 ⑤聴覚障害者のための社会
資源の知識 ⑥ＩＴ機器活用術 ⑦聴覚障害
者に関するアドボカシーである。 
本研究の重要なキーワードである「ろう文

化」は、聴覚障害者独自の文化として近年指
摘されることが多くなってきている概念で
あり（木村 2000, 2007, 2009, 亀井 2006, 

Ladd2003＝森 2007, Lane1999＝長瀬 2007, 
原 2008,澁谷 2009）、海外の聴覚障害者関係
の文献にも、ろう文化（Deaf Culture）の記
述は必ずといってよいほど見受けられる。故
に、聴覚障害ソーシャルワークにおいても、
ろう文化に着目した「文化モデルアプロー
チ」が有効であるとの仮を検証することにし
た。 

 
２．研究の目的 
本研究では、聴覚障害者を対象に相談支援

活動をおこなうソーシャルワーカーの支援
モデルとして、「文化モデルアプローチ」の
有効性を明確にし、且つ理論的構築すること
を目的とする。聴覚障害者をクライエントと
して支援する場合には、聴者がクライエント
である場合とは異なる独自の「文化モデルア
プローチ」が有効であり、このアプローチは
聴覚障害者のろう文化を基盤としたストレ
ングス視点に基づくアプローチであると考
える。   
具体的には、以下の 3 点を論考・検証し、

聴覚障害ソーシャルワークにおける文化モ
デルアプローチの重要性を明らかにする。 
（１）聴覚障害者の独自の文化であるろう文
化の理論的構築と、ろう文化視点に基づく
「文化モデルアプローチ」の有効性について
明確化する。 
（２）「文化モデルアプローチ」による介入
で、聴覚障害者へのストレングス視点が容易
であることを実証する。 
（３）「文化モデルアプローチ」による障害
理解と従来から指摘されている「聴覚障害者
の特性」との相違を明らかにし、文化モデル
アプローチの理論的構築をおこなう。 
 
３．研究の方法 
 研究の目的（１）については、主として海
外の先行研究から、ろう文化の実態とろう文
化視点に基づく「文化モデルアプローチ」が
聴覚障害者にとって有効なアプローチであ
ることを明らかにした。 
 研究の目的（２）については、聴覚障害者
を対象に相談支援をおこなっている相談員
や聴覚障害者と関わる業務に携わっている
研究協力者（37 名）を対象に、文化モデルア
プローチにより介入することで、聴覚障害者
への理解がネガティブからポジティブに転
換できることをワークショップをおこない
検証した。 
具体的には、「聴覚障害者についてよく知

らない聴者に対して、どのように説明する
か」について記述してもらい、その中から聴
覚障害者の文化モデルに基づく内容を抽出
した【ワークショップ 1】。次に、文化モデル
アプローチについて研究代表者が説明をお
こなった後に、ネガティブな記述内容をポジ
ティブな視点に転換する【ワークショップ 2】
をおこなった。その結果、具体的な文化モデ
ルアプローチの内容を明らかにすることが



でき、且つ、文化モデルアプローチは聴覚障
害者についての障害者観をポジティブに捉
えることが可能となり、聴覚障害者のストレ
ングスをより強固にアセスメントできるこ
とが考察できた。 
研究協力者を対象に研究代表者がおこな

った講演のうち、「文化モデルアプローチ」
に関する内容の概略を以下に記す。 
 まず、障害者観が時代と共に変遷してきた
ことを説明し、その変遷は聴覚障害者も同様
であり、医学の進歩により聴覚病理の認知と
発見が可能になったことで、「聾」への医療
的試みが行われるようになったことを説明
した。例えば、感音性難聴の治療や人工内耳
の埋込手術である。 
 次に障害学でのモデル理論を紹介し、障害
の医学モデル・欠損モデル・個人モデルから、
障害の社会モデルや文化モデルが登場した
ことを説明した。聴覚障害者に関してもモデ
ル理論で説明し、医療的試みをおこなうのは
疾病モデル、病理モデル、医学モデル、欠損
モデル等と呼ばれるものであり、それに対し
て文化モデルは、デフコミュニティのメンバ
ーが、共有の歴史、認識傾向、共通の習慣、
共通の感覚、日本手話で構成される「ろう文
化」をもつものであることを紹介した。これ
らの障害者観の変遷は、病理的視点から文化
的視点に基づくものへの変遷であることを
説明した。 
 さらに、聴覚障害者には「ろう文化」とい
う独自のアイデンティティをもつコミュニ
ティが存在することで、聴覚障害者を対象と
する聴覚障害ソーシャルワークにおいても、
多数派である聴者の聴文化に対して、少数派
である聴覚障害者の＜ろう文化＞に関する
視点が不可欠であり、それを基盤とする支援
として「文化モデルアプローチ」が構築され
る（原 2015）と説明した。文化モデルアプロ
ーチは有効な支援アプローチであり、クライ
エントをストレングス視点で理解すること
が可能となる。例えば、聴覚障害の特性を説
明する時に、医学モデル・欠損モデルで説明
すると、「聞こえないから説明してあげてく
ださい。」「聴覚障害者は○○○ができない
人」とネガティブな説明になるが、文化モデ
ルで説明すると、「筆談すれば OK です。」「聞
こえない人の文化と聞こえる人の文化に違
いがあります。」とポジティブになることを
説明した。  
以上のように文化モデルアプローチを説

明した後に、【ワークショップ２】として文
化モデルアプローチによる記述の変更をお
こない、ネガティブな視点からポジティブな
視点に転換するには文化モデルアプローチ
が有効であることを考察した。そして、「文
化モデルアプローチ」による介入で、ストレ
ングス視点の介入が容易となることを理論
的に明確化した。 
 研究の目的（３）については、13 名の聴覚
障害ソーシャルワーカー（聴覚障害者 9 人、

聴者 4 人）を研究協力者として、「ろう文化
に関する質問」「聴覚障害者の理解に関する
質問」に関する内容についてインタビュー調
査を実施し、聴覚障害ソーシャルワークにお
ける「ろう文化」の捉え方やその有り様を明
確にした。 
 なお、インタビュー調査においては、調査
研究における倫理的配慮として、研究協力者
のプライバシーの保護、およびインタビュー
時に話題となる事例のクライエントに関す
る個人情報の保護、そして調査結果を報告す
る際には、個人の特定ができないようにする
ことを、調査依頼時には文書で説明し、また
インタビュー開始時には再度説明し、承諾を
得てからインタビューを開始した。 
 また、手話をコミュニケーション手段とす
る研究協力者の場合は、手話をビデオカメラ
で撮影し、手話通訳者による読み取り通訳の
音声をＩＣレコーダーに録音すること、聴者
の研究協力者にはＩＣレコーダーに録音す
ることを、インタビュー開始時に許可を得て
から録画・録音をおこなった。 
 音声情報と手話を撮影した動画ならびに
逐語化したデータの保管には厳重に注意し
た。また、本研究は、研究代表者が所属する
勤務先である四天王寺大学の研究倫理審査
委員会に審査を申請し承認を得ている。 
  
 
４．研究成果 
 以上の３つの研究目的に関して、以下の研
究成果があった。 
 
（１）聴覚障害者の独自の文化であるろう文
化の理論的構築と、ろう文化視点に基づく文
化モデルアプローチの有効性について 
 「文化」とは、知識、信仰、芸術、法律、
慣習および人間が社会の一員として獲得し
たすべての能力と習慣を含む複合的全体で
ある（日本文化人類学会 2009）。そして、文
化とは広い概念であり、比較の文脈が定まる
と文化に関する議論が可能となるもの（山本
2015）という観点から、ろう文化は聴者の文
化である聴文化との比較においてとらえる
ことが可能な事象と考える。その中でも、ろ
う文化には手話という独自のコミュニケー
ション言語がある故に、純粋に文化を語り得
るものである。 
 アメリカにおいてろう文化が最初に登場
したのは、Stokoe et al.(1965)の著作で、普
及したのは“Deaf in America : Voices from a 
Culture”（Padden & Humphries 1988）が
出版されてからという。イギリスにおいてろ
う文化を明確に言及したのは 1981 年の
Brien の論考であるという。 
 障害の社会モデルが、従前の医学モデルや
個人モデルへの否定から登場したように、ろ
う文化についても、従来の聴覚障害者への医
学モデルや病理モデルから転じてきている。 
ろう文化視点に基づく「文化モデルアプロ



ーチ」の有効性については、聴覚障害者を医
学モデルや病理モデルで捉えるのではなく、
手話や視覚重視といった聴覚障害者にとっ
て重要なろう文化を基盤とするものを文化
モデルアプローチと捉えているが、海外の先
行研究では、教育、メンタルヘルス、カウン
セリング領域で文化モデルアプローチと類
似している以下の研究がみられた。 
 教育分野では、聴覚障害児へのろう文化へ
の早期介入の必要性を論じた文化言語モデ
ル（Cultural-linguistic Model of Deafness）
（Young1999）と、ろう文化への良き指導者
としてデフ・メンター（Deaf Mentor）の重
要性（Sass-Lehrer2010=2015）を論じたも
のがある。メンタルヘルス領域では、
Glickman がろう文化を理解した治療環境の
重視を積極的文化アプローチ（Cultural 
Affirmative Approach）（Glickman2003）と
して提唱し、聴覚障害者への患者には手話で
コミュニケーションが可能な医師や看護師
を配置し、聴覚障害者のろう文化に基づく対
応が可能な状態にしなければならないと主
張している。カウンセリング領域では、ろう
者を対象とするカウンセラーはろう文化を
一番考慮すべき事柄として捉えるべきであ
るとの指摘があった（Peters 2007）。 
以上のように、聴覚障害者に関わる関連領

域における海外の先行研究では、ろう文化を
重視した視点がすでに論じられていること
が明らかとなった。 
 
（２）「文化モデルアプローチ」による介入
で、聴覚障害者へのストレングス視点が容易
であることについて 
聴覚障害者への相談支援をおこなってい

る職員（相談員のみならず聴覚障害者と関わ
る職種も含む）を対象に、聴覚障害者の障害
者観を調査し、ろう文化についての認識、聴
覚障害者に対してのポジティブな視点のあ
り方を考察した。 
 文化モデルアプローチを説明する前に、既
にポジティブな記述があったものもあり【ワ
ークショップ 1】、これらの記述をしていたの
は研究協力者 37 人中 18 人（ 1 項目でも記
述があった者を含む）で、全体の 48.6％であ
った。 
 「聴覚障害者についてよく知らない聴者へ
の説明」に関する記述内容を分析すると、1 ）
「ろう文化」についての記述があるもの 
2 ）内容が「ろう文化」であるもの 3 ）そ
の他 の 3 分類となり、2 ）についてはさら
に①視覚重視の文化の内容、②手話の記述、
③「ろう文化」の生活様式に関する記述に分
けることができた。以下、一部分であるが紹
介する。 
 
1 ）ろう文化についての記述 
・ろう文化であることの理解について説明す

る。  
・ろう者特有かつ独自の文化がある。  

・ろう者特有のろう文化を持っている聴覚障
害者は、健聴者とは異なる文化を持ってい
る。 

・ろう者独特の文化をもっている人もいる。
生活習慣も様々。 

・聞こえる人と聞こえない人は、同じ日本人
でも文化が異なる。 

・手話の世界では「にこっと笑って手を挙げ
る」ことはきちんとした挨拶。手話の文化。 

・健聴者の文化と違う（礼儀などが）。  
・ろう文化と健聴者の文化の違い（挨拶の仕

方など） 
・気遣いやマナーの面で、聴者社会と異なる

点があるため、聴覚障害者に対する文化の
理解が必要。 

・「文化のズレ」だと説明する。 
2 ）内容がろう文化である記述 
①視覚重視の文化の内容 
・目で見て観察する力がすごい。  
・視覚的に優れている人が多い。 
・表情が大切。視線は下げない。見て確認す
る。 

・判断する時は、視覚的情報が全て。 
・地図を書くのが上手な人が多い。  
・観察力が鋭い。よく見ている。 
・手話にこだわらなくても、身振り、空文字、

筆談、表情で OK． 
・観察力がするどい。  
・見てわかる情報が大事。 
・目から情報を得ることが多い。目で見てわ

かる情報は良く見ている。メールやインタ
ーネット、PC、スマホ、タブレットなど得
意である。 

②手話についての記述 
・手話と日本語は別の言語である。  
・手話通訳を使うことで聴者と充分にやりと

りができる。 
・手話でコミュニケーションする方です。 
③ろう文化の生活様式についての記述 
・手を挙げるのがろう者の「挨拶」。ろう者
では一般的な挨拶。 

・声だと気づかないので、肩を叩いたり、視
界に入ったりして呼びかける。 

・聞こえない人同士の挨拶は、手を挙げるこ
とが多い。 

・表情や手の動きで挨拶する。 
・第一言語が手話の聴覚障害者は、書記日本

語は第二言語である。 
3 ）その他 
・想像力が豊か。良い意味でも、悪い意味で 

も。  
・耳が聞こえなくてもできることはたくさん

ある。 
・○×白黒がハッキリしている。   
・きちんと説明をすれば、理解できる。（簡
潔な方法で） 

・聴覚障害者の特性を説明する。 
・ろう者はろう学校単位でコミュニティが作

られてきた。 
 



次に、文化モデルアプローチに関する説明
をした後に、研究協力者が【ワークショップ
1】で記述したネガティブな内容を、【ワーク
ショップ 2 】でポジティブな内容に書き直し
たものを以下に示す。 
 研究協力者 37 人が記述したポストイット
の総数は 328 枚で、1 人平均 8.9 枚であった
（時間制限あり）。ネガティブからポジティ
ブに転換できた記述は 35 枚であった。この
35 枚の記述は明確に転換例が書かれている
ものだけを抽出したため少ない数となって
いる。そのうちの一部を以下に示す。 
＜ネガティブな記述＞➡＜ポジティブな記
述＞ 
・コミュニケーションがとれないため、周り

の人と人間関係をうまく築けない人がい
る。➡周りとのコミュニケーション手段が
異なるため、周りの人と人間関係がうまく
築けない人がいるが、周りの人が手話がで
きたら、コミュニケーションがスムーズに
できる。 

・長い文章の読み書きは苦手な人が多い。 
 ➡短い文章ならわかる。手話では十分に語
ることができる。 

・日本語が苦手である。➡手話が第一言語で
ある。 

・筆談ではわかりにくい人がいる。➡日本語
と手話は別の言語だから、筆談ではわかり
にくい人がいるが、手話ならばわかる。 

・健聴者文化が身についていない。➡ろう文
化の中で育っているので、ろう文化は獲得
できている。 

・長い間積み重ねられる情報が、聞こえる人
と比べて非常に少ない。➡ろうの社会や当
事者団体などでの手話コミュニケーショ
ンから、いろいろな情報は積み重ねられて、
そこからマナーも身についてくる。 

  
今回のワークショップでの結果は、ろう文

化を基盤とした文化モデルアプローチで聴
覚障害者のクライエントを捉えることは、ク
ライエントへのストレングス視点でのアセ
スメントにつながり、有効なアプローチであ
ることが実証できた。また、聴覚障害者をポ
ジティブに捉えることにもなり、障害者観の
転換にもなりえることが示唆された。 
 
（３）「文化モデルアプローチ」による障害
理解と従来から指摘されている「聴覚障害者
の特性」との相違と、文化モデルアプローチ
の理論的構築について 
 インタビュー面接時の録画・録音した音声
データを逐語録にし、その分析方法は質的デ
ータ分析法（佐藤 2008）を参考に、実際の
分析作業は質的データ分析（QDA）ソフトの
MAXQDA12 を使用しておこなった。 
 調査分析により、3 つのカテゴリー、6 つ
のサブカテゴリ―、25 の概念が抽出された。
3 つのカテゴリーは、A：ろう文化、B：聴覚
障害者の特性、C：マイノリティである。 

 各カテゴリー別にサブカテゴリーと概念
を以下に示す。 
＜カテゴリーA：ろう文化＞ 
サブカテゴリ－Ⅰ：ろう文化の存在  
概念：①文化の違い ②手話と音声言語の違
い ③ろう文化の特徴 ④ろう者に通じる
手話力 ⑤相手に応じたコミュニケーショ
ン手段  
サブカテゴリ―Ⅱ：ろう文化の理解 
概念：⑥ろう文化批判 ⑦ろう者社会の価値
観で安心 ⑧ネガティブ理解をしない ⑧
ろう者理解がある環境はよい ⑨ろう者同
士がよい ⑩同じ文化を共有しているソー
シャルワーカーはよい 
＜カテゴリーB：聴覚障害者の特性＞ 
サブカテゴリ―Ⅲ：聴覚障害者の特性はネガ
ティブ 
概念：⑫こだわりが強い ⑬分かったふり 
⑭相手にあわす習性 ⑮被害妄想をもちや
すい ⑯意思疎通の難しさ ⑰生活情報量
が少ない ⑱聴者社会のルールがわからな
い 
サブカテゴリ―Ⅳ：聴覚障害者の特性の理解
が必要 
概念：⑲分かったどうか確認が必要 ⑳聴者
社会の価値観を押し付けない ㉑ろう者特
性を聴者は学ぶ必要あり ㉒聴覚障害者を
理解するのは難しい 
＜カテゴリーC：マイノリティ＞ 
サブカテゴリ―Ⅴ：マイノリティ故の困難性 
概念：㉓聴者が優位 ㉔手話を使っては駄目 
㉕聴者社会での生きづらさ ㉖ろう者社会
への理解不足 
サブカテゴリ―Ⅵ：聴者社会での孤立 
概念：㉗家族内での孤立 ㉘家族内で言葉が
通じない 
 従来から、聴覚障害ソーシャルワークにお
いて「聴覚障害者の特性」を理解することの
重要性はよく指摘されることであるが、今回
の調査結果から、「聴覚障害者の特性」（カテ
ゴリーＢ）はネガティブな概念が多く生成さ
れた。それに対して、文化モデルアプローチ
の理論的な基盤であるろう文化（カテゴリー
Ａ）に関する概念はポジティブな内容であっ
た。クライエントをアセスメントする際に、
ネガティブな視点の場合は医学モデル、病理
モデルでのアセスメントとなりやすい。それ
に対して、文化モデルアプローチでの場合は、
クライエントをポジティブに捉えることが
でき、クライエントのストレングス視点にも
なり有効なアプローチであると考えられる。 
 
 以上の 3 つの研究成果により、聴覚障害ソ
ーシャルワークにおけるろう文化を基盤と
した「文化モデルアプローチ」は、マイノリ
ティである聴覚障害者をポジティブに且つ
ストレングス視点で介入することができ、有
効なアプローチであるということが実証で
きた。 
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